
































実験の概略は以下のとお りである｡ 十分に薄 く縦方向に長いガラス板をヒーターで一旦過熱 しなが
ら､ゆっくりとした速度Vで水中に浸 していく｡ ガラス板の下降速度 Vと､ヒーターと水の温度差
△Tを調節 しながら注意深 く実験を行なうと､Vと△Tの増加に伴い､真っ直ぐな亀裂が定常的に





























































献 [5]では､電子が比較的局在 している物質としてシリコンを取 り上げ､亀裂のごく先端部分につい
てのみ強束縛近似によって (Sとp軌道の)電子状態を計算 し､原子核の運動方程式とカップルさせて､




ルが提案されている｡ そして､大規模な並列計算機を駆使 し､ ｢リアル｣な破壊のシミュレーション
が可能になりつつある｡
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